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(57)【要約】
【課題】長期に渡って色特性が安定なカラー液晶表示素子とすることの可能なカラーフィ
ルタを提供すること。
【解決手段】複数の着色画素を有し、白色ＬＥＤをバックライト光源として備える液晶表
示素子に用いられるカラーフィルタであって、複数の着色画素のうちの少なくとも１つが
酸化防止剤を含有することを特徴とするカラーフィルタ。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の着色画素を有し、白色ＬＥＤをバックライト光源として備える液晶表示素子に用
いられるカラーフィルタであって、
　前記複数の着色画素のうちの少なくとも１つが酸化防止剤を含有することを特徴とする
カラーフィルタ。
【請求項２】
　前記酸化防止剤が、ラジカル捕捉剤及び過酸化物分解剤の組み合わせ、又は一重項酸素
クエンチャーを含有するものである、請求項１に記載のカラーフィルタ。
【請求項３】
　前記複数の着色画素のうちの前記酸化防止剤を含有する着色画素が染料を含有するもの
である、請求項１又は２に記載のカラーフィルタ。
【請求項４】
　前記白色ＬＥＤは、青色ＬＥＤ由来の最大発光ピークと、５００～７００ｎｍの波長帯
域に前記最大発光ピークより強度の弱い１又は２以上の極大発光ピークとを有する発光ス
ペクトルを示すものである、請求項１～３のいずれか１項に記載のカラーフィルタ。
【請求項５】
　請求項１～３のいずれか１項に記載のカラーフィルタと、その背面側にバックライト光
源としての白色ＬＥＤとを具備するカラー液晶表示素子。
【請求項６】
　前記白色ＬＥＤは、青色ＬＥＤ由来の最大発光ピークと、５００～７００ｎｍの波長帯
域に前記最大発光ピークより強度の弱い１又は２以上の極大発光ピークとを有する発光ス
ペクトルを示すものである、請求項５に記載のカラー液晶表示素子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、酸化防止剤を含有する着色画素を有し、かつ白色ＬＥＤをバックライト光源
として備えるカラー液晶表示素子に用いられるカラーフィルタ、及びこれを具備するカラ
ー液晶表示素子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、カラー液晶表示素子は、低消費電力、省スペース等の利点から、パーソナルコン
ピューター（ＰＣ）のモニター、携帯電話のディスプレイ、ノート型ＰＣ、携帯情報端末
、テレビ等の様々な用途で使用されている。
【０００３】
　カラー液晶表示素子に具備されているバックライトの光源としては、従来、冷陰極蛍光
管（ＣＣＦＬ：Ｃｏｌｄ　Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　Ｌａｍｐ）が用い
られてきたが、近年の環境保護及び省エネルギーに対する世界的な要請から、ＣＣＦＬよ
りも小型で軽量であり、消費電力も低く、しかも水銀フリーな白色ＬＥＤが注目されてい
る。例えば、特許文献１～２には、白色ＬＥＤをバックライト光源に用いた液晶表示装置
に適したカラーフィルタが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開第２００７／１０２３８６号パンフレット
【特許文献２】特開２００９－１９２６６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、白色ＬＥＤをバックライト光源として用いた場合、カラー液晶表示素子
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の色特性が劣化しやすいという問題がある。本発明はこのような実情に鑑みてなされたも
のであり、その課題は、白色ＬＥＤをバックライト光源として用いた場合において、長期
に渡って色特性が安定なカラー液晶表示素子及びそれに用いるカラーフィルタを提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、鋭意検討の結果、白色ＬＥＤをバックライト光源としたカラー液晶表示
素子において、色特性の劣化の原因が、長時間に渡るバックライト照射に伴う、カラーフ
ィルタの色変化であることを見出した。かかる知見から、カラーフィルタを構成する各色
画素に酸化防止剤を含有せしめることにより、上記課題を解決できることを見出し、本発
明を完成するに至った。
【０００７】
　すなわち、本発明は、複数の着色画素を有し、白色ＬＥＤをバックライト光源として備
える液晶表示素子に用いられるカラーフィルタであって、前記複数の着色画素のうちの少
なくとも１つが酸化防止剤を含有することを特徴とするカラーフィルタを提供するもので
ある。
【０００８】
　また、本発明は、上記カラーフィルタと、その背面側にバックライト光源としての白色
ＬＥＤとを具備するカラー液晶表示素子をも提供するものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明のカラーフィルタは、白色ＬＥＤをバックライト光源としたカラー液晶表示素子
において、長期に渡って安定な色特性を示すことができる。
　したがって、本発明のカラーフィルタは、ＰＣのモニター、携帯電話のディスプレイ、
ノート型ＰＣ、携帯情報端末、テレビ等の各種の液晶表示素子に極めて好適に使用するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】青色ＬＥＤとＹＡＧ蛍光体からの発光の混色により白色光を生成する白色ＬＥＤ
の発光特性の一例を示す図である。
【図２】青色ＬＥＤと赤色発光蛍光体と緑色発光蛍光体からの発光の混色により白色光を
生成する白色ＬＥＤの発光特性の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明について詳細に説明する。
カラーフィルタ
　本発明のカラーフィルタは複数の着色画素を有するものであるが、カラー液晶表示素子
に用いられる場合、通常、少なくとも赤色画素、緑色画素及び青色画素、又は黄色画素、
マゼンダ色画素及びシアン色画素の三色を、三原色として有するものである。また、三原
色に対応する着色画素に加えて、第４や第５の着色画素を有することもできる。例えば、
特表２００５－５２３４６５号公報などに開示されているように、赤色、緑色及び青色の
三原色の画素に加え、表色範囲を広げるための第４の画素（黄色画素）や第５の画素（シ
アン色画素）を配置することができる。
【００１２】
　本発明のカラーフィルタにおいては、それを構成する複数の着色画素のうちの少なくと
も１つが酸化防止剤を含有することを特徴とする。着色画素は、通常、着色組成物を用い
て形成される。着色組成物は、着色剤、バインダー樹脂及び架橋剤を少なくとも含有し、
必要に応じて、光重合開始剤を含有せしめることにより、着色組成物に感放射線性が付与
される。そして、本発明においては、バックライトに対する耐光性を高めるべく、画素を
形成するための着色組成物には、酸化防止剤を含有せしめ使用される。また、着色組成物
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は、通常、溶媒を配合して液状組成物として使用される。以下、各成分について説明する
。
【００１３】
－酸化防止剤－
　本発明のカラーフィルタを構成する複数の着色画素のうちの少なくとも１つは、酸化防
止剤を含有する。酸化防止剤としては特に限定されるものではなく、例えば、ラジカル捕
捉剤、過酸化物分解剤、紫外線吸収剤、一重項酸素クエンチャー等を挙げることができる
。
【００１４】
　上記ラジカル捕捉剤としては、例えば、フェノール系酸化防止剤、ヒンダードアミン系
酸化防止剤等を挙げることができる。
【００１５】
　フェノール系酸化防止剤としては、例えば、下記式（１）で表わされる基を少なくとも
１つ有する化合物（ヒドロキシフェニルプロピオネート系化合物）、ヒドロキシベンジル
系化合物、チオビスフェノール系化合物、チオメチルフェノール系化合物、アルカンジイ
ルフェノール系化合物等を挙げることができる。中でも、色特性の安定性の観点から、ヒ
ドロキシフェニルプロピオネート系化合物が好ましい。
【００１６】
【化１】

【００１７】
　式（１）中、Ｒ1及びＲ2は、相互に独立に、水素原子又は炭素数１～１０のアルキル基
を示すが、炭素数１～６（より好ましくは炭素数１～４）のアルキル基であることが好ま
しい。アルキル基は、直鎖、分岐鎖及び環状のいずれであってもよく、例えば、メチル基
、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ブチル基、第二ブチル基、第三ブチル基、イ
ソブチル基、アミル基、第三アミル基、シクロペンチル基、ヘキシル基、シクロヘキシル
基、ヘプチル基、オクチル基、イソオクチル基、第三オクチル基、２－エチルヘキシル基
等を挙げることができる。
【００１８】
　ヒドロキシフェニルプロピオネート系化合物の具体例としては、３，９－ビス［２－〔
３－（３－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）プロピオニロキシ〕－１
，１－ジメチルエトキシ］－２，４，８，１０－テロラオキサスピロ［５．５］ウンデカ
ン、ペンタエリスリトールテトラキス［３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ
フェニル）プロピオネート］、トリエチレングリコール-ビス［３－（３－ｔ－ブチル－
５－メチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］、１，６－ヘキサンジオール－
ビス［３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］、２
，２－チオ-ジエチレンビス［３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル
）プロピオネート］、オクタデシル－[３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ
フェニル）プロピオネート、テトラキス[メチレン－３－（３，５'－ジ－ｔ－ブチル－４
'－ヒドロキシフェニルプロピオネート）]メタン等を挙げることができる。
　ヒドロキシベンジル系化合物の具体例としては、１，３，５，－トリメチル－２，４，
６，－トリス（３'，５'－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）ベンゼン、１，３
，５－トリス（４－ヒドロキシベンジル）ベンゼン、トリス－（３，５－ジ－ｔ－ブチル
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－４－ヒドロキシベンジル）－イソシアヌレイト、１，３，５－トリス（４－ｔ－ブチル
－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）－イソシアヌレイト等を挙げることがで
きる。
　チオビスフェノール系化合物の具体例としては、４，４'－チオビス（６－ｔ－ブチル
－３－メチルフェノール）等を挙げることができる。
　チオメチルフェノール系化合物の具体例としては、２，４－ビス［（オクチルチオ）メ
チル］－Ｏ－クレゾール等を挙げることができる。
　アルカンジイルフェノール系化合物の具体例としては、Ｎ，Ｎ'－ヘキサメチレンビス
（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－ヒドロシンナマミド）、２，２'－メチレ
ンビス（４－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、４，４'－ブチリデン－ビス（３－
メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、１，１，３－トリス（２－メチル－４－ヒドロキ
シ－５－ｔ－ブチルフェニル）ブタン等を挙げることができる。
【００１９】
　ヒンダードアミン系酸化防止剤の具体例としては、４－ベンゾイルオキシ－２，２，６
，６－テトラメチルピペリジン、セバチン酸－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４
－ピペリジル）セバチン酸－ビス（Ｎ－メチル－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピ
ペリジル）等を挙げることができる。
【００２０】
　上記過酸化物分解剤は、光に曝露されること等により発生した過酸化物を無害な物質に
分解し、新たなラジカルが発生しないようにする化合物であり、例えば、リン系酸化防止
剤、イオウ系酸化防止剤等を挙げることができる。中でも、色特性の安定性の観点から、
イオウ系酸化防止剤が好ましい。
【００２１】
　リン系酸化防止剤の具体例としては、３，９－ビス（２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－
４－メチルフェノキシ）－２，４，８，１０－テトラオキサ－３，９－ジホスファスピロ
［５．５］ウンデカン、ジイソデシルペンタエリスリトールジホスファイト、ビス（２，
４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、２，２'－メチレ
ンビス（４，６－ジ－ｔ－ブチル－１－フェニルオキシ）（２－エチルヘキシルオキシ）
ホスホラス、６－［３－（３－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）プロ
ポキシ］－２，４，８，１０－テトラ－ｔ－ブチルジベンズ［ｄ，ｆ］［１，３，２］ジ
オキサフォスフェピン、トリフェニルホスファイト、ジフェニルイソデシルホスファイト
、フェニルジイソデシルホスファイト、４，４'－ブチリデン－ビス（３－メチル－６－
ｔ－ブチルフェニルジトリデシル）ホスファイト、オクタデシルホスファイト、トリス（
ノニルフェニル）ホスファイト、９，１０－ジヒドロ－９－オキサ－１０－ホスファフェ
ナントレン－１０－オキサイド、１０－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベン
ジル）－９，１０－ジヒドロ－９－オキサ－１０－ホスファフェナントレン－１０－オキ
サイド、１０－デシロキシ－９，１０－ジヒドロ－９－オキサ－１０－ホスファフェナン
トレン－１０－オキサイド、トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホスファイト、
サイクリックネオペンタンテトライルビス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホスファ
イト、サイクリックネオペンタンテトライルビス（２，６－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホ
スファイト、２，２－メチレンビス（４，６－ジ－ｔ－ブチルフェニル）オクチルホスフ
ァイト、テトラキス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）［１，１－ビフェニル］－４，
４'－ジイルビスホスフォナイト、ビス［２，４－ビス（１，１－ジメチルエチル）－６
－メチルフェニル］エチルエステル、ホスフォン酸等を挙げることができる。
【００２２】
　イオウ系酸化防止剤としては、例えば、下記式（２）で表わされる基を少なくとも１つ
有する化合物（チオプロピオネート系化合物）、メルカプトベンズイミダゾール系化合物
を挙げることができる。中でも、色特性の安定性の観点から、チオプロピオネート系化合
物が好ましい。
【００２３】
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【化２】

【００２４】
　式（２）中、Ｒ3は、水素原子又は炭素数１～３０のアルキル基を示すが、水素原子又
は炭素数１～２０のアルキル基であることが好ましい。アルキル基としては、上記したＲ
1及びＲ2と同様のものの他、ラウリル基、ミリスチル基、パルミチル基、ステアリル基を
挙げることができる。
【００２５】
　チオプロピオネート系化合物の具体例としては、２，２－ビス（｛［３－（ドデシルチ
オ）プロピオニル］オキシ｝メチル）－１，３－プロパンジイル－ビス［３－（ドデシル
チオ）プロピオナート］、ジラウリル－３，３'－チオジプロピオネート、ジミリスチル
－３，３'－チオジプロピオネート、ジステアリル－３，３'－チオジプロピオネート、ペ
ンタエリスリトールテトラキス（３－ラウリルチオプロピオネート）等を挙げることがで
きる。
　メルカプトベンズイミダゾール系化合物の具体例としては、２－メルカプトベンズイミ
ダゾール等を挙げることができる。
【００２６】
　上記紫外線吸収剤としては、例えば、サルチル酸エステル系酸化防止剤、ベンゾフェノ
ン系酸化防止剤を挙げることができる。
　サルチル酸エステル系酸化防止剤の具体例としては、サリチル酸フェニル、サリチル酸
ｐ－オクチルフェニル、サリチル酸ｐ－ｔｅｒｔブチルフェニル等を挙げることができる
。
　ベンゾフェノン系酸化防止剤の具体例としては、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾ
フェノン、２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－ｎ－オクトキシ
ベンゾフェノン、４－ドデシロキシ－２－ヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－
４－オクタデシロキシベンゾフェノン、２，２'ジヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェ
ノン、２，２'ジヒドロキシ－４，４'－ジメトキシベンゾフェノン、２，２'，４，４'－
テトラヒドロキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシ－５スルフォベンゾフ
ェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシ－２'－カルボキシベンゾフェノン、２－ヒドロ
キシ－４－クロロベンゾフェノン等を挙げることができる。
【００２７】
　上記一重項酸素クエンチャーは、一重項状態の酸素からのエネルギー移動により一重項
酸素を失活させ得る化合物であり、例えば、
テトラメチルエチレン、シクロペンテン、シクロヘキセン、２，５－ジメチル－２，４－
ヘキサジエン、１，３－シクロペンタジエン、α－テルピネン等のエチレン性化合物；
ジエチルアミン、トリエチルアミン、１，４－ジアザビシクロオクタン（ＤＡＢＣＯ）、
Ｎ－エチルイミダゾール、Ｎ，Ｎ′－ジフェニル－Ｎ，Ｎ′－ジ（３－メチルフェニル）
－１，１′－ビフェニル－４，４′－ジアミン、Ｎ－イソプロピルカルバゾール、Ｎ－フ
ェニルカルバゾール等のアミン類；
ナフタレン、ジメチルナフタレン、ジメトキシアントラセン、アントラセン、ジフェニル
アントラセン、フェナンスレン、ピレン、クリセン、ペリレン、コロネン、テトラセン、
ペンタセン、ルブレン、３，４－ベンゾフルオランスレン、２，３－ベンゾフルオレン、
１，１２－ベンゾペリレン、３，４－ベンゾピレン、４，５－ベンゾピレン、９，１０－
ビス（４－メトキシフェニル）アントラセン、９，１０－ジフェニルアントラセン、１－
クロロ－９，１０－ジフェニルアントラセン、９－フェニルアントラセン、４，５－メチ
レンフェナンスレン、デカシクレン、１，２：３，４－ジベンゾアントラセン、１，２：
５，６－ジベンゾアントラセン、ペリフランスレン、４，７－ジフェニル－１，１０－フ
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ェナンスロリン、フルオランセン、３－メチルコランスレン、トリフェニレン、ベンゾ［
ｇｈｉ］ペリレン、４Ｈ－シクロペンタ［ｄｅｆ］フェナンスレン、及びこれらのＣ1～
Ｃ20アルキル置換体等の縮合多環芳香族化合物；
１，３－ジフェニルイソベンゾフラン、１，２，３，４－テトラフェニル－１，３－シク
ロペンタジエン、ペンタフェニルシクロペンタジエン等の芳香族化合物の他、
Ｈａｒｒｙ Ｈ．ｗａｓｓｅｒｍａｎ，"Ｓｉｎｇｌｅｔ　Ｏｘｙｇｅｎ"，５章，Ａｃａ
ｄｅｍｉｃ Ｐｒｅｓｓ（１９７９）、Ｎｉｃｈｏｌａｓ Ｊ．Ｔｕｒｒｏ，"Ｍｏｄｅｒ
ｎ Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ Ｐｈｏｔｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ"，１４章，Ｔｈｅ Ｂｅｎｊａｍ
ｉｎ／Ｃｕｍｍｉｎｇｓ Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ Ｃｏ．，Ｉｎｃ．（１９７８）、及びＣ
ＭＣ社発行 カラー写真感光材料用高機能ケミカルス，７章（２００２）に、一重項酸素
クエンチャーとして例示されている化合物を挙げることができる。
【００２８】
　更に、一重項酸素クエンチャーとして、硫黄原子を有する化合物を配位子とする金属錯
体を挙げることができる。このような一重項酸素クエンチャーとしては、例えば、ビスジ
チオ－α－ジケトン、ビスフェニルジチオール、及びチオビスフェノールを配位子とする
、ニッケル錯体、コバルト錯体、銅錯体、マンガン錯体、白金錯体等の遷移金属キレート
化合物を挙げることができる。遷移金属キレート化合物としては、下記式（３）で表わさ
れる化合物が好ましく使用される。
【００２９】
【化３】

【００３０】
　式（３）中、Ｍは、ニッケル、コバルト、銅、マンガン又は白金を示し、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ
6及びＲ7は、相互に独立に、水素原子、シアノ基、アシル基、カルバモイル基、アルキル
アミノカルボニル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、置換若し
くは非置換のアルキル基、又は置換若しくは非置換のアリール基を示し、隣接するＲ4及
びＲ5、Ｒ6及びＲ7は一緒になって、それぞれ環状構造を形成していてもよい。
【００３１】
　Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6及びＲ7において、アシル基としては、例えば、アセチル基、プロピオニ
ル基、ベンゾイル基等を挙げることができる。アルキルアミノカルボニル基としては、炭
素数２～１０（好ましくは炭素数２～６）の直鎖又は分岐のアルキルアミノカルボニル基
が挙げられ、具体的には、メチルアミノカルボニル基、エチルアミノカルボニル基、ジメ
チルアミノカルボニル基、ジエチルアミノカルボニル基等を挙げることができる。アルコ
キシカルボニル基としては、例えば、炭素数２～１１（好ましくは炭素数２～５）の直鎖
又は分岐のアルコキシカルボニル基が挙げられ、具体的には、メトキシカルボニル基、エ
トキシカルボニル基、ｎ－プロポキシカルボニル基、イソプロポキシカルボニル基、ｎ－
ブトキシカルボニル基、ｔ－ブトキシカルボニル基、ｓｅｃ－ブトキシカルボニル基等を
挙げることができる。アリールオキシカルボニル基としては、例えば、炭素数７～１４（
好ましくは炭素数７～１１）のアリールオキシカルボニル基が挙げられ、具体的には、フ
ェニルオキシカルボニル基、ナフチルオキシカルボニル基等を挙げることができる。置換
若しくは非置換のアルキル基におけるアルキル基としては、炭素数１～１０（好ましくは
炭素数１～６）のアルキル基が挙げられ、具体的には、上記したＲ1及びＲ2と同様のもの
を挙げることができる。置換若しくは非置換のアリール基におけるアリール基としては、
炭素数６～１４（好ましくは炭素数６～１０）のアリール基が挙げられ、具体的には、フ
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ェニル基、ナフチル基等を挙げることができる。アルキル基及びアリール基における置換
基としては、例えば、アルキル基、アルコキシ基、アルキルアミノ基、アルキルスルホニ
ル基、アリール基、水酸基、ハロ基、ニトロ基、シアノ基、アミド基等が挙げられ、アル
キル基、アルコキシ基、アルキルアミノ基における炭素数は好ましくは１～１０、より好
ましくは１～６であり、アリール基における炭素数は好ましくは６～１４、より好ましく
は６～８である。なお、これら置換基の位置及び数は任意であり、置換基を２個以上有す
る場合、当該置換基は同一でも異なっていてもよい。
【００３２】
　遷移金属キレート化合物の具体例としては、例えば、ビス（ジチオベンジル）ニッケル
、ビス(４－ジメチルアミノジチオベンジル)ニッケル、ビス（ジチオビアセチル）ニッケ
ル、ビス（ジブチルジチオカルバミン酸）ニッケル、ビス（オクチルフェニル）サルファ
イドニッケル、ビス（１，２－ジチオフェノレート）ニッケル テトラブチルアンモニウ
ム塩、ビス（チオカテコール）ニッケル テトラブチルアンモニウム塩、ビス（４，４'－
ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－ジチオベンジル）ニッケル、ビス（４，４'－ジ－イソプロピル
－ジチオベンジル）ニッケル、４－Ｎ，Ｎ－ジエチルスルファモイル－１，２－ベンゼン
ジチオールニッケル及びその誘導体が挙げられる。コバルト、銅、マンガン、白金錯体に
ついても同様の化合物を挙げることができる。
【００３３】
　本発明において、酸化防止剤は、単独で又は２種以上を混合して使用することができる
。
　本発明において、酸化防止剤としては、所望の効果を高める点から、ラジカル捕捉剤及
び過酸化物分解剤の組み合わせ（とりわけヒドロキシフェニルプロピオネート系化合物及
びチオプロピオネート系化合物の組み合わせ）、又は一重項酸素クエンチャーが好ましい
。ラジカル捕捉剤及び過酸化物分解剤を組み合わせて使用する場合、その混合比率（ラジ
カル捕捉剤：過酸化物分解剤、質量比）は、好ましくは８０：２０～２０：８０、より好
ましくは８０：２０～５０：５０、特に好ましくは７５：２５～６５：３５である。また
、後述する着色剤として染料を使用する場合、酸化防止剤としては、一重項酸素クエンチ
ャーが好ましく、硫黄原子を有する化合物を配位子とする金属錯体、とりわけ上記式（３
）で表わされる化合物が好ましい。
【００３４】
　本発明において、酸化防止剤の含有量は、後述する着色剤１００質量に対して、好まし
くは０．０１～２０質量部、特に好ましくは０．１～１０質量部である。この場合、酸化
防止剤の含有量が少なすぎると、所望の効果が得られないおそれがあり、一方多すぎると
硬化性が低下するおそれがある。
【００３５】
－着色剤－
　本発明における着色剤としては着色性を有すれば特に限定されるものではなく、カラー
フィルタの用途に応じて色彩や材質を適宜選択することができる。具体的には、着色剤と
して、顔料、染料及び天然色素の何れをも使用することができるが、カラーフィルタには
高い色純度、輝度、コントラスト等が求められることから、顔料及び／又は染料が好まし
い。
【００３６】
　上記顔料としては、有機顔料及び無機顔料のいずれでもよいが、有機顔料が好ましい。
有機顔料としては、例えば、カラーインデックス（Ｃ．Ｉ．；Ｔｈｅ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　
ｏｆ　Ｄｙｅｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｌｏｕｒｉｓｔｓ　社発行）においてピグメントに分類
されている化合物が挙げられる。具体的には、下記のようなカラーインデックス（Ｃ．Ｉ
．）名が付されているものを挙げることができる。
【００３７】
Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１２、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３、Ｃ．Ｉ．ピグメン
トイエロー１４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１７、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー２０、
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Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー２４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー３１、Ｃ．Ｉ．ピグメン
トイエロー５５、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー８３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー９３、
Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１０９、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１１０、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントイエロー１３８、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３９、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロ
ー１５０、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５４、Ｃ
．Ｉ．ピグメントイエロー１５５、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１６６、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ントイエロー１６８、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８０、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー
２１１；
【００３８】
Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ５、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ１３、Ｃ．Ｉ．ピグメント
オレンジ１４、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ２４、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ３４、Ｃ
．Ｉ．ピグメントオレンジ３６、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ３８、Ｃ．Ｉ．ピグメント
オレンジ４０、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ４３、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ４６、Ｃ
．Ｉ．ピグメントオレンジ４９、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ６１、Ｃ．Ｉ．ピグメント
オレンジ６４、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ６８、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ７０、Ｃ
．Ｉ．ピグメントオレンジ７１、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ７２、Ｃ．Ｉ．ピグメント
オレンジ７３、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ７４；
【００３９】
Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド
５、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド３１、Ｃ．Ｉ．ピグメン
トレッド３２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２、Ｃ．
Ｉ．ピグメントレッド１２３、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１４４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレ
ッド１４９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１６６、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１６８、Ｃ．
Ｉ．ピグメントレッド１７０、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレ
ッド１７５、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７６、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７、Ｃ．
Ｉ．ピグメントレッド１７８、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレ
ッド１８０、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１８５、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１８７、Ｃ．
Ｉ．ピグメントレッド２０２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２０６、Ｃ．Ｉ．ピグメントレ
ッド２０７、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２０９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２１４、Ｃ．
Ｉ．ピグメントレッド２２０、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２２１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレ
ッド２２４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２４２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２４３、Ｃ．
Ｉ．ピグメントレッド２５４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５５、Ｃ．Ｉ．ピグメントレ
ッド２６２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２６４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２７２；
【００４０】
Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９、Ｃ．Ｉ．ピ
グメントバイオレット２３、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット２９、Ｃ．Ｉ．ピグメント
バイオレット３２、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット３６、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレ
ット３８；
Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５、Ｃ．Ｉ．ピグメントブル
ー１５：３、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：４、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６、
Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー６０、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー８０；
Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン３６、Ｃ．Ｉ．ピグメント
グリーン５８。
【００４１】
　また、上記染料としては、例えば、アゾ系染料、アントラキノン系染料、キサンテン系
染料、トリアリールメタン系染料、フタロシアニン系染料、キノンイミン系染料、キノリ
ン系染料、ニトロ系染料、メチン系染料等を挙げることができる。具体的には、下記のよ
うなカラーインデックス（Ｃ．Ｉ．）名が付されているものを挙げることができる。
【００４２】
Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー１１、Ｃ．Ｉ．アシッドオレンジ７、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド
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３７、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド１８０、Ｃ．Ｉ．アシッドブルー２９、Ｃ．Ｉ．ゾルベン
トレッド８９、Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド２８、Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド８３、Ｃ．Ｉ
．ダイレクトイエロー１２、Ｃ．Ｉ．ダイレクトオレンジ２６、Ｃ．Ｉ．ダイレクトグリ
ーン２８、Ｃ．Ｉ．ダイレクトグリーン５９、Ｃ．Ｉ．リアクティブイエロー２、Ｃ．Ｉ
．リアクティブレッド１７、Ｃ．Ｉ．リアクティブレッド１２０、Ｃ．Ｉ．ディスパース
オレンジ５、Ｃ．Ｉ．ディスパースレッド５８、Ｃ．Ｉ．ディスパースブルー１６５、Ｃ
．Ｉ．ベーシックブルー４１、Ｃ．Ｉ．ベーシックレッド１８、Ｃ．Ｉ．モルダントレッ
ド７、Ｃ．Ｉ．モルダントイエロー５等のアゾ系染料；
Ｃ．Ｉ．バットブルー４、Ｃ．Ｉ．アシッドブルー４０、Ｃ．Ｉ．アシッドグリーン２５
、Ｃ．Ｉ．リアクティブブルー１９、Ｃ．Ｉ．リアクティブブルー４９、Ｃ．Ｉ．ディス
パースレッド６０、Ｃ．Ｉ．ディスパースブルー５６、Ｃ．Ｉ．ディスパースブルー６０
等のアントラキノン系染料；
Ｃ．Ｉ．ベーシックレッド１、Ｃ．Ｉ．ベーシックレッド１：１、Ｃ．Ｉ．ベーシックバ
イオレット１０等のキサンテン系染料；
Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー７、Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー１１等のトリアリールメタン系
染料；
Ｃ．Ｉ．パッドブルー５等のフタロシアニン系染料；
Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー３、Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー９等のキノンイミン系染料；
Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー３３、Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー３、Ｃ．Ｉ．ディスパース
イエロー６４等のキノリン系染料；
Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー１、Ｃ．Ｉ．アシッドオレンジ３、Ｃ．Ｉ．ディスパースイエ
ロー４２等のニトロ系染料；
Ｃ．Ｉ．ディスパースイエロー２０１等のメチン系染料。
【００４３】
　本発明のカラーフィルタを構成する各色画素において、着色剤は、単独で又は２種以上
を混合して使用することができる。
【００４４】
　バックライト光源としての白色ＬＥＤを具備するカラー液晶表示素子の高輝度化、高色
純度化及び高コントラスト化を実現するには、着色剤として染料を使用することが好まし
い。本発明は、染料を含有する着色画素に酸化防止剤を含有せしめることにより、色特性
の劣化を抑制しつつ、長期に渡って高輝度、高色純度且つ高コントラストなカラーフィル
タを得ることができる点で特に有用である。
【００４５】
　本発明のカラーフィルタは、アゾ系黄色染料を含有する緑色画素又はトリアリールメタ
ン系青色染料を含有する青色画素の少なくともいずれかを有することが、長期に渡って高
輝度且つ高コントラストな液晶表示素子を提供することができる点で好ましい。この場合
、緑色画素は更に緑色顔料であるハロゲン化金属フタロシアニンを含有することが好まし
く、青色画素は更に青色顔料である銅フタロシアニンを含有することが好ましい。
【００４６】
　上記アゾ系黄色染料としては、上記アゾ系染料で例示したイエロー染料の他、特開２０
１０－１６８５３１号公報に記載の黄色染料を挙げることができる。上記ハロゲン化金属
フタロシアニンとしては、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン
３６、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン５８等を挙げることができ、中でもＣ．Ｉ．ピグメン
トグリーン５８が好ましい。また、上記銅フタロシアニンとしては、Ｃ．Ｉ．ピグメント
ブルー１５、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：４、
Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６等を挙げることができ、中でもＣ．Ｉ．ピグメントブ
ルー１５：６が好ましい。
【００４７】
　本発明において、着色剤として顔料を使用する場合、所望により、その粒子表面を樹脂
で改質して使用してもよい。顔料の粒子表面を改質する樹脂としては、例えば、特開２０



(11) JP 2012-155243 A 2012.8.16

10

20

30

40

50

０１－１０８８１７号公報に記載のビヒクル樹脂、又は市販の各種の顔料分散用の樹脂が
挙げられる。また、顔料は、ソルトミリングにより、一次粒子を微細化して使用すること
が好ましい。ソルトミリングの方法としては、例えば、特開平０８－１７９１１１に開示
されている方法を採用することができる。また、顔料を、再結晶法、再沈殿法、溶剤洗浄
法、昇華法、真空加熱法又はこれらの組み合わせにより精製して使用することもできる。
【００４８】
－バインダー樹脂－
　本発明のカラーフィルタを構成する各色画素を形成するための着色組成物は、バインダ
ー樹脂を含有することができる。これにより、基板上に塗膜を形成することが可能となる
と共に、アルカリ現像により画素パターンを形成することができる。このようなバインダ
ー樹脂としては、特に限定されるものではないが、カルボキシル基、フェノール性水酸基
、スルホ基等の酸性官能基を有する樹脂であることが好ましい。中でも、カルボキシル基
を有する重合体（以下、「カルボキシル基含有重合体」という。）が好ましく、特に、１
個以上のカルボキシル基を有するエチレン性不飽和単量体（以下、「不飽和単量体（１）
」ということがある。）と、他の共重合可能なエチレン性不飽和単量体（以下、「不飽和
単量体（２）」ということがある。）との共重合体が好ましい。
【００４９】
　上記不飽和単量体（１）としては、例えば、（メタ）アクリル酸、マレイン酸、無水マ
レイン酸、こはく酸モノ〔２－（メタ）アクリロイロキシエチル〕、ω－カルボキシポリ
カプロラクトンモノ（メタ）アクリレート、ｐ－ビニル安息香酸等を挙げることができる
。これらの不飽和単量体（１）は、単独で又は２種以上を混合して使用することができる
。
【００５０】
　また、上記不飽和単量体（２）としては、例えば、
Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－シクロヘキシルマレイミドの如きＮ位置換マレイミド；
スチレン、α－メチルスチレン、ｐ－ヒドロキシスチレン、ｐ－ヒドロキシ－α－メチル
スチレン、ｐ－ビニルベンジルグリシジルエーテル、アセナフチレンの如き芳香族ビニル
化合物；
【００５１】
メチル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（
メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、アリル（メタ）アク
リレート、ベンジル（メタ）アクリレート、ポリエチレングルコール（ｎ＝２～１０）メ
チルエーテル（メタ）アクリレート、ポリプロピレングルコール（ｎ＝２～１０）メチル
エーテル（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコール（ｎ＝２～１０）モノ（メタ）
アクリレート、ポリプロピレングリコール（ｎ＝２～１０）モノ（メタ）アクリレート、
シクロヘキシル（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレート、トリシクロ
［５．２．１．０2,6］デカン－８－イル（メタ）アクリレート、ジシクロペンテニル（
メタ）アクリレート、グリセロールモノ（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシフェニル
（メタ）アクリレート、パラクミルフェノールのエチレンオキサイド変性（メタ）アクリ
レート、グリシジル（メタ）アクリレート、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル（メ
タ）アクリレート、３－〔（メタ）アクリロイルオキシメチル〕オキセタン、３－〔（メ
タ）アクリロイルオキシメチル〕－３－エチルオキセタンの如き（メタ）アクリル酸エス
テル；
【００５２】
シクロヘキシルビニルエーテル、イソボルニルビニルエーテル、トリシクロ［５．２．１
．０2,6］デカン－８－イルビニルエーテル、ペンタシクロペンタデカニルビニルエーテ
ル、３－（ビニルオキシメチル）－３－エチルオキセタンの如きビニルエーテル；ポリス
チレン、ポリメチル（メタ）アクリレート、ポリ－ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、ポ
リシロキサンの如き重合体分子鎖の末端にモノ（メタ）アクリロイル基を有するマクロモ
ノマー等を挙げることができる。
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　これらの不飽和単量体（２）は、単独で又は２種以上を混合して使用することができる
。
【００５３】
　不飽和単量体（１）と不飽和単量体（２）の共重合体において、不飽和単量体（１）の
共重合割合は、好ましくは５～５０質量％、更に好ましくは１０～４０質量％である。こ
のような範囲で不飽和単量体（１）を共重合させることにより、保存安定性、アルカリ現
像性に優れた着色組成物を得ることができる。
【００５４】
　不飽和単量体（１）と不飽和単量体（２）の共重合体の具体例としては、例えば、特開
平７－１４０６５４号公報、特開平８－２５９８７６号公報、特開平９－３１１４４４号
公報、特開平１０－３１３０８号公報、特開平１０－３００９２２号公報、特開平１１－
１７４２２４号公報、特開平１１－２５８４１５号公報、特開２０００－５６１１８号公
報、特開２００２－２９６７７８号公報、特開２００４－１０１７２８等に開示されてい
る共重合体を挙げることができる。
【００５５】
　また、本発明においては、例えば、特開平５－１９４６７号公報、特開平６－２３０２
１２号公報、特開平７－２０７２１１号公報、特開平０９－３２５４９４号公報、特開平
１１－１４０１４４号公報、特開２００８－１８１０９５号公報等に開示されているよう
に、側鎖に（メタ）アクリロイル基等の重合性不飽和結合を有するカルボキシル基含有重
合体を、バインダー樹脂として使用することもできる。
【００５６】
　本発明におけるバインダー樹脂のゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ、
溶出溶媒：テトラヒドロフラン）で測定したポリスチレン換算重量平均分子量（以下、「
Ｍｗ」ということがある。）は、通常、１，０００～３００，０００、好ましくは３，０
００～１００，０００である。Ｍｗが小さすぎると、得られる画素の残膜率等が低下した
り、パターン形状、耐熱性等が損なわれたり、また電気特性が悪化するおそれがあり、一
方大きすぎると、パターン形状が損なわれたりするおそれがある。
【００５７】
　また、本発明におけるバインダー樹脂のＭｗと、ゲルパーミエーションクロマトグラフ
ィー（ＧＰＣ、溶出溶媒：テトラヒドロフラン）で測定したポリスチレン換算数平均分子
量（以下、「Ｍｎ」ということがある。）の比（Ｍｗ／Ｍｎ）は、好ましくは１．０～５
．０、より好ましくは１．０～３．０である。
【００５８】
　本発明におけるバインダー樹脂は、公知の方法により製造することができるが、例えば
、特開２００３－２２２７１７号公報、特開２００６－２５９６８０号公報、国際公開第
０７／０２９８７１号パンフレット等に開示されている方法により、その構造やＭｗ、Ｍ
ｗ／Ｍｎを制御することもできる。
【００５９】
　本発明において、バインダー樹脂は、単独で又は２種以上を混合して使用することがで
きる。
　本発明のカラーフィルタを構成する各色画素を形成するための着色組成物において、バ
インダー樹脂の含有量は、着色剤１００質量部に対して、通常、１０～１，０００質量部
、好ましくは２０～５００質量部である。この場合、バインダー樹脂の含有量が少なすぎ
ると、例えば、得られる着色組成物の保存安定性やアルカリ現像性が低下するおそれがあ
り、一方多すぎると、相対的に着色剤濃度が低下するため、薄膜として目的とする色濃度
を達成することが困難となるおそれがある。
【００６０】
－架橋剤－
　本発明のカラーフィルタを構成する各色画素を形成するための着色組成物は、架橋剤を
含有することができる。これにより、露光及び／又は加熱に伴う硬化性を有するものとな
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る。
　架橋剤は、２個以上の重合可能な基を有する化合物であれば特に限定されるものではな
い。重合可能な基としては、例えば、エチレン性不飽和基、オキシラニル基、オキセタニ
ル基、Ｎ－アルコキシメチルアミノ基等を挙げることができる。本発明において、架橋剤
としては、２個以上の（メタ）アクリロイル基を有する化合物、又は２個以上のＮ－アル
コキシメチルアミノ基を有する化合物が好ましい。
【００６１】
　上記２個以上の（メタ）アクリロイル基を有する化合物の具体例としては、脂肪族ポリ
ヒドロキシ化合物と（メタ）アクリル酸を反応させて得られる多官能（メタ）アクリレー
ト、カプロラクトン変性された多官能（メタ）アクリレート、アルキレンオキサイド変性
された多官能（メタ）アクリレート、水酸基を有する（メタ）アクリレートと多官能イソ
シアネートを反応させて得られる多官能ウレタン（メタ）アクリレート、水酸基を有する
（メタ）アクリレートと酸無水物を反応させて得られるカルボキシル基を有する多官能（
メタ）アクリレート等を挙げることができる。
【００６２】
　ここで、上記脂肪族ポリヒドロキシ化合物としては、例えば、エチレングリコール、プ
ロピレングリコール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコールの如き２価の
脂肪族ポリヒドロキシ化合物、グリセリン、トリメチロールプロパン、ペンタエリスリト
ール、ジペンタエリスリトールの如き３価以上の脂肪族ポリヒドロキシ化合物を挙げるこ
とができる。上記水酸基を有する（メタ）アクリレートとしては、例えば、２－ヒドロキ
シエチル(メタ)アクリレート、トリメチロールプロパンジ(メタ)アクリレート、ペンタエ
リスリトールトリ(メタ)アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ(メタ)アクリレー
ト、グリセロールジメタクリレート等を挙げることができる。上記多官能イソシアネート
としては、例えば、トリレンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート、ジフ
ェニルメチレンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート等を挙げることができる
。酸無水物としては、例えば、無水こはく酸、無水マレイン酸、無水グルタル酸、無水イ
タコン酸、無水フタル酸、ヘキサヒドロ無水フタル酸の如き二塩基酸の無水物、無水ピロ
メリット酸、ビフェニルテトラカルボン酸二無水物、ベンゾフェノンテトラカルボン酸二
無水物の如き四塩基酸二無水物を挙げることができる。
【００６３】
　また、上記カプロラクトン変性された多官能（メタ）アクリレートとしては、例えば、
特開１１－４４９５５号公報の段落〔００１５〕～〔００１８〕に記載されている化合物
を挙げることができる。上記アルキレンオキサイド変性された多官能（メタ）アクリレー
トとしては、ビスフェノールＡのエチレンオキサイド及び／又はプロピレンオキサイド変
性ジ（メタ）アクリレート、イソシアヌル酸のエチレンオキサイド及び／又はプロピレン
オキサイド変性トリ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパンのエチレンオキサイ
ド及び／又はプロピレンオキサイド変性トリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトー
ルのエチレンオキサイド及び／又はプロピレンオキサイド変性トリ（メタ）アクリレート
、ペンタエリスリトールのエチレンオキサイド及び／又はプロピレンオキサイド変性テト
ラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールのエチレンオキサイド及び／又はプロ
ピレンオキサイド変性ペンタ(メタ)アクリレート、ジペンタエリスリトールのエチレンオ
キサイド及び／又はプロピレンオキサイド変性ヘキサ(メタ)アクリレート等を挙げること
ができる。
【００６４】
　また、上記２個以上のＮ－アルコキシメチルアミノ基を有する化合物としては、例えば
、メラミン構造、ベンゾグアナミン構造、ウレア構造を有する化合物等を挙げることがで
きる。なお、メラミン構造、ベンゾグアナミン構造とは、１又は２以上のトリアジン環を
基本骨格として有する化学構造をいい、メラミン化合物、ベンゾグアナミン化合物又はそ
れらの縮合物をも含む概念である。２個以上のＮ－アルコキシメチルアミノ基を有する化
合物の具体例としては、Ｎ，Ｎ，Ｎ，Ｎ，Ｎ，Ｎ－ヘキサ（アルコキシメチル）メラミン
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、Ｎ，Ｎ，Ｎ，Ｎ－テトラ（アルコキシメチル）ベンゾグアナミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ，Ｎ－テ
トラ（アルコキシメチル）グリコールウリル等を挙げることができる。
【００６５】
　これらの架橋剤のうち、３価以上の脂肪族ポリヒドロキシ化合物と（メタ）アクリル酸
のエステル、カプロラクトン変性された多官能（メタ）アクリレート、多官能ウレタン（
メタ）アクリレート、カルボキシル基を有する多官能（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ，Ｎ
，Ｎ，Ｎ，Ｎ－ヘキサ（アルコキシメチル）メラミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ，Ｎ－テトラ（アルコ
キシメチル）ベンゾグアナミンが好ましい。３価以上の脂肪族ポリヒドロキシ化合物と（
メタ）アクリル酸のエステルの中では、トリメチロールプロパントリアクリレート、ペン
タエリスリトールトリアクリレート、ジペンタエリスリトールペンタアクリレート、ジペ
ンタエリスリトールヘキサアクリレートが、カルボキシル基を有する多官能（メタ）アク
リレートの中では、ペンタエリスリトールトリアクリレートと無水こはく酸を反応させて
得られる化合物、ジペンタエリスリトールペンタアクリレートと無水こはく酸を反応させ
て得られる化合物が、画素の強度が高く、画素の表面平滑性に優れる点で特に好ましい。
【００６６】
　本発明において、架橋剤は、単独で又は２種以上を混合して使用することができる。
　本発明のカラーフィルタを構成する各色画素を形成するための着色組成物において、架
橋剤の含有量は、バインダー樹脂１００質量部に対して、通常、５～５００質量部、好ま
しくは５０～３００質量部である。この場合、架橋剤の含有量が少なすぎると、十分な硬
化性が得られないおそれがある。一方、架橋剤の含有量が多すぎると、本発明の着色組成
物にアルカリ現像性を付与した場合に、アルカリ現像性が低下する傾向がある。
【００６７】
－光重合開始剤－
　本発明のカラーフィルタを構成する各色画素を形成するための着色組成物には、光重合
開始剤を含有せしめることにより、感放射線性を付与することができる。光重合開始剤は
、可視光線、紫外線、遠紫外線、電子線、Ｘ線などの放射線の露光により、上記多官能性
単量体の硬化反応を開始し得る活性種を発生することができる化合物である。
　このような光重合開始剤としては、例えば、チオキサントン系化合物、アセトフェノン
系化合物、ビイミダゾール系化合物、トリアジン系化合物、Ｏ－アシルオキシム系化合物
、オニウム塩系化合物、ベンゾイン系化合物、ベンゾフェノン系化合物、α－ジケトン系
化合物、多核キノン系化合物、ジアゾ系化合物、イミドスルホナート系化合物等を挙げる
ことができる。
【００６８】
　本発明において、光重合開始剤は、単独で又は２種以上を混合して使用することができ
る。光重合開始剤としては、チオキサントン系化合物、アセトフェノン系化合物、ビイミ
ダゾール系化合物、トリアジン系化合物及びＯ－アシルオキシム系化合物の群から選ばれ
る少なくとも１種が好ましい。
【００６９】
　本発明における好ましい光重合開始剤のうち、チオキサントン系化合物の具体例として
は、チオキサントン、２－クロロチオキサントン、２－メチルチオキサントン、２－イソ
プロピルチオキサントン、４－イソプロピルチオキサントン、２，４－ジクロロチオキサ
ントン、２，４－ジメチルチオキサントン、２，４－ジエチルチオキサントン、２，４－
ジイソプロピルチオキサントン等を挙げることができる。
【００７０】
　また、上記アセトフェノン系化合物の具体例としては、２－メチル－１－〔４－（メチ
ルチオ）フェニル〕－２－モルフォリノプロパン－１－オン、２－ベンジル－２－ジメチ
ルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）ブタン－１－オン、２－（４－メチルベン
ジル）－２－（ジメチルアミノ）－１－（４－モルフォリノフェニル）ブタン－１－オン
等を挙げることができる。
【００７１】
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　また、上記ビイミダゾール系化合物の具体例としては、２，２'－ビス（２－クロロフ
ェニル）－４，４'，５，５'－テトラフェニル－１，２'－ビイミダゾール、２，２'－ビ
ス（２，４－ジクロロフェニル）－４，４'，５，５'－テトラフェニル－１，２'－ビイ
ミダゾール、２，２'－ビス（２，４，６－トリクロロフェニル）－４，４'，５，５'－
テトラフェニル－１，２'－ビイミダゾール等を挙げることができる。
【００７２】
　なお、光重合開始剤としてビイミダゾール系化合物を用いる場合、水素供与体を併用す
ることが、感度を改良することができる点で好ましい。ここでいう「水素供与体」とは、
露光によりビイミダゾール系化合物から発生したラジカルに対して、水素原子を供与する
ことができる化合物を意味する。水素供与体としては、例えば、２－メルカプトベンゾチ
アゾール、２－メルカプトベンゾオキサゾール等のメルカプタン系水素供与体、４，４'
－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン、４，４'－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフ
ェノン等のアミン系水素供与体を挙げることができる。本発明において、水素供与体は、
単独で又は２種以上を混合して使用することができるが、１種以上のメルカプタン系水素
供与体と１種以上のアミン系水素供与体とを組み合わせて使用することが、更に感度を改
良することができる点で好ましい。
【００７３】
　また、上記トリアジン系化合物の具体例としては、２，４，６－トリス（トリクロロメ
チル）－ｓ－トリアジン、２－メチル－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリア
ジン、２－〔２－（５－メチルフラン－２－イル）エテニル〕－４，６－ビス（トリクロ
ロメチル）－ｓ－トリアジン、２－〔２－（フラン－２－イル）エテニル〕－４，６－ビ
ス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－〔２－（４－ジエチルアミノ－２－メチ
ルフェニル）エテニル〕－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－〔
２－（３，４－ジメトキシフェニル）エテニル〕－４，６－ビス（トリクロロメチル）－
ｓ－トリアジン、２－（４－メトキシフェニル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－
ｓ－トリアジン、２－（４－エトキシスチリル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－
ｓ－トリアジン、２－（４－ｎ－ブトキシフェニル）－４，６－ビス（トリクロロメチル
）－ｓ－トリアジン等のハロメチル基を有するトリアジン系化合物を挙げることができる
。
【００７４】
　また、Ｏ－アシルオキシム系化合物の具体例としては、１，２－オクタンジオン，１－
〔４－（フェニルチオ）フェニル〕－，２－（Ｏ－ベンゾイルオキシム）、エタノン，１
－［９－エチル－６－（２－メチルベンゾイル）－９Ｈ－カルバゾール－３－イル］－，
１－（Ｏ－アセチルオキシム）、エタノン，１－〔９－エチル－６－（２－メチル－４－
テトラヒドロフラニルメトキシベンゾイル）－９Ｈ－カルバゾール－３－イル〕－，１－
（Ｏ－アセチルオキシム）、エタノン，１－〔９－エチル－６－｛２－メチル－４－（２
，２－ジメチル－１，３－ジオキソラニル）メトキシベンゾイル｝－９Ｈ－カルバゾール
－３－イル〕－，１－（Ｏ－アセチルオキシム）等を挙げることができる。
【００７５】
　本発明において、アセトフェノン系化合物等のビイミダゾール系化合物以外の光重合開
始剤を用いる場合には、増感剤を併用することもできる。このような増感剤としては、例
えば、４，４'－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン、４，４'－ビス（ジエチルアミ
ノ）ベンゾフェノン、４－ジエチルアミノアセトフェノン、４－ジメチルアミノプロピオ
フェノン、４－ジメチルアミノ安息香酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸２－エチル
ヘキシル、２，５－ビス（４－ジエチルアミノベンザル）シクロヘキサノン、７－ジエチ
ルアミノ－３－（４－ジエチルアミノベンゾイル）クマリン、４－（ジエチルアミノ）カ
ルコン等を挙げることができる。
【００７６】
　本発明のカラーフィルタを構成する各色画素を形成するための着色組成物において、光
重合開始剤の含有量は、架橋剤１００質量部に対して、通常０．０１～１２０質量部、好
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ましくは１～１００質量部である。
【００７７】
－溶媒－
　本発明のカラーフィルタを構成する各色画素を形成するための着色組成物は、通常、溶
媒を配合して液状組成物として調製される。溶媒としては、着色組成物を構成する各成分
を分散又は溶解し、かつこれらの成分と反応せず、適度の揮発性を有するものである限り
、適宜に選択して使用することができる。
【００７８】
　このような溶媒としては、例えば、プロピレングリコールモノメチルエーテル、エチレ
ングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテル
アセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、３－メトキシブチル
アセテート、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコールメチルエチ
ルエーテル、シクロヘキサノン、２－ヘプタノン、３－ヘプタノン、１，３－ブチレング
リコールジアセテート、１，６－ヘキサンジオールジアセテート、乳酸エチル、３－メト
キシプロピオン酸エチル、３－エトキシプロピオン酸メチル、３－エトキシプロピオン酸
エチル、３－メチル－３－メトキシブチルプロピオネート、酢酸ｎ－ブチル、酢酸ｉ－ブ
チル、ぎ酸ｎ－アミル、酢酸ｉ－アミル、プロピオン酸ｎ－ブチル、酪酸エチル、酪酸ｉ
－プロピル、酪酸ｎ－ブチル、ピルビン酸エチル等を挙げることができる。
　前記溶媒は、単独で又は２種以上を混合して使用することができる。
【００７９】
　溶媒の含有量は、特に限定されるものではないが、得られる着色組成物の塗布性、安定
性等の観点から、当該組成物から溶媒を除いた各成分の合計濃度が、５～５０質量％とな
る量が好ましく、特に１０～４０質量％となる量が好ましい。
【００８０】
－その他の添加剤－
　本発明の着色組成物は、必要に応じてその他の添加剤を更に含有することもできる。
　上記添加剤としては、例えば、ガラス、アルミナ等の充填剤；ポリビニルアルコール、
ポリ（フロオロアルキルアクリレート）類等の高分子化合物；ノニオン系界面活性剤、カ
チオン系界面活性剤、アニオン系界面活性剤等の界面活性剤；ビニルトリメトキシシラン
、ビニルトリエトキシシラン、ビニルトリス（２－メトキシエトキシ）シラン、Ｎ－（２
－アミノエチル）－３－アミノプロピルメチルジメトキシシラン、Ｎ－（２－アミノエチ
ル）－３－アミノプロピルトリメトキシシラン、３－アミノプロピルトリエトキシシラン
、３－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルメチルジメ
トキシシラン、２－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキシシラン、３
－クロロプロピルメチルジメトキシシラン、３－クロロプロピルトリメトキシシラン、３
－メタクリロイロキシプロピルトリメトキシシラン、３－メルカプトプロピルトリメトキ
シシラン等の密着促進剤；２，２－チオビス（４－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）
、２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール等の酸化防止剤；２－（３－ｔ－ブチル－５－メチ
ル－２－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、アルコキシベンゾフェ
ノン類等の紫外線吸収剤；ポリアクリル酸ナトリウム等の凝集防止剤；マロン酸、アジピ
ン酸、イタコン酸、シトラコン酸、フマル酸、メサコン酸、２－アミノエタノール、３－
アミノ－１－プロパノール、５－アミノ－１－ペンタノール、３－アミノ－１，２－プロ
パンジオール、２－アミノ－１，３－プロパンジオール、４－アミノ－１，２－ブタンジ
オール等の残渣改善剤；こはく酸モノ〔２－（メタ）アクリロイロキシエチル〕、フタル
酸モノ〔２－（メタ）アクリロイロキシエチル〕、ω－カルボキシポリカプロラクトンモ
ノ（メタ）アクリレート等の現像性改善剤等を挙げることができる。
【００８１】
　次に、本発明のカラーフィルタの製造方法について説明する。
　カラーフィルタを製造する方法としては、第一に次の方法が挙げられる。まず、基板の
表面上に、必要に応じて、画素を形成する部分を区画するように遮光層（ブラックマトリ
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ックス）を形成する。次いで、この基板上に、赤色の着色剤を含む赤色感放射線性組成物
の液状組成物を塗布したのち、プレベークを行って溶媒を蒸発させ、塗膜を形成する。次
いで、この塗膜にフォトマスクを介して露光したのち、アルカリ現像液を用いて現像して
、塗膜の未露光部を溶解除去する。その後、ポストベークすることにより、赤色の画素パ
ターンが所定の配列で配置された画素アレイを形成する。
【００８２】
　次いで、緑色又は青色の着色剤を含む各着色感放射線性組成物の液状組成物を用い、上
記と同様にして、各液状組成物の塗布、プレベーク、露光、現像及びポストベークを行っ
て、緑色の画素アレイ及び青色の画素アレイを同一基板上に順次形成する。これにより、
赤色、緑色及び青色の三原色の画素アレイが基板上に配置されたカラーフィルタが得られ
る。但し、本発明においては、各色の画素を形成する順序は、上記のものに限定されない
。
【００８３】
　また、ブラックマトリックスは、スパッタや蒸着により成膜したクロム等の金属薄膜を
、フォトリソグラフィー法を利用して所望のパターンとすることにより形成することがで
きるが、黒色の着色剤を含む黒色感放射線性組成物を用いて、上記画素の形成の場合と同
様にして形成することもできる。金属薄膜からなるブラックマトリックスの膜厚は、通常
０．１～０．２μｍであり、一方黒色感放射線性組成物を用いて形成された樹脂ブラック
マトリックスの膜厚は、１μｍ前後である。
【００８４】
　画素を形成する際に使用される基板としては、例えば、ガラス、シリコン、ポリカーボ
ネート、ポリエステル、芳香族ポリアミド、ポリアミドイミド、ポリイミド等を挙げるこ
とができる。
　また、これらの基板には、所望により、シランカップリング剤等による薬品処理、プラ
ズマ処理、イオンプレーティング、スパッタリング、気相反応法、真空蒸着等の適宜の前
処理を施しておくこともできる。
　着色感放射線性組成物の液状組成物を基板に塗布する際には、スプレー法、ロールコー
ト法、回転塗布法（スピンコート法）、スリットダイ塗布法、バー塗布法等の適宜の塗布
法を採用することができるが、特に、スピンコート法、スリットダイ塗布法が好ましい。
　プレベークは、通常、減圧乾燥と加熱乾燥を組み合わせて行われる。減圧乾燥は、通常
０．１～１Ｔｏｒｒで行う。また、加熱乾燥の条件は、通常７０～１１０℃で１～１０分
程度である。
【００８５】
　カラーフィルタを形成する際に使用される放射線としては、例えば、キセノンランプ、
ハロゲンランプ、タングステンランプ、高圧水銀灯、超高圧水銀灯、メタルハライドラン
プ、中圧水銀灯、低圧水銀灯等のランプ光源やアルゴンイオンレーザー、ＹＡＧレーザー
、ＸｅＣｌエキシマーレーザー、窒素レーザー等のレーザー光源等を挙げることができる
が、波長が１９０～４５０ｎｍの範囲にある放射線が好ましい。
　放射線の露光量は、好ましくは１０～１０，０００Ｊ／ｍ2である。
【００８６】
　また、アルカリ現像液としては、例えば、炭酸ナトリウム、水酸化ナトリウム、水酸化
カリウム、テトラメチルアンモニウムハイドロオキサイド、コリン、１，８－ジアザビシ
クロ－［５．４．０］－７－ウンデセン、１，５－ジアザビシクロ－［４．３．０］－５
－ノネン等の水溶液が好ましい。
　アルカリ現像液には、例えばメタノール、エタノール等の水溶性有機溶剤や界面活性剤
等を適量添加することもできる。なお、アルカリ現像後は、通常、水洗する。
　現像処理法としては、シャワー現像法、スプレー現像法、ディップ（浸漬）現像法、パ
ドル（液盛り）現像法等を適用することができる。現像条件は、常温で５～３００秒が好
ましい。
　ポストベークの条件は、通常１８０～２８０℃で２０～４０分程度である。
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　このようにして形成された画素の膜厚は、通常０．５～５．０μｍ、好ましくは１．０
～３．０μｍである。
【００８７】
　また、カラーフィルタを製造する第二の方法として、インクジェット方式により各色の
画素を得る方法を採用することができる。この方法においては、まず、基板の表面上に、
遮光機能も兼ねた隔壁を形成する。次いで、形成された隔壁内に、赤色の着色剤を含む赤
色熱硬化性組成物の液状組成物を、インクジェット装置により吐出したのち、プレベーク
を行って溶媒を蒸発させる。次いで、この塗膜を必要に応じて露光したのち、ポストベー
クすることにより硬化させ、赤色の画素パターンを形成する。
【００８８】
　次いで、緑色又は青色の着色剤を含む各着色熱硬化性組成物の液状組成物を用い、上記
と同様にして、緑色の画素パターン及び青色の画素パターンを同一基板上に順次形成する
。これにより、赤色、緑色及び青色の三原色の画素パターンが基板上に配置されたカラー
フィルタが得られる。但し、本発明においては、各色の画素を形成する順序は、上記のも
のに限定されない。
【００８９】
　なお、上記隔壁は、遮光機能のみならず、区画内に吐出された各色の着色熱硬化性組成
物が混色しないための機能も果たしているため、上記した第一の方法で使用されるブラッ
クマトリックスに比べ、膜厚が厚い。その膜厚は、通常１～３μｍである。したがって、
隔壁は、通常、黒色感放射線性組成物を用いて形成される。
　カラーフィルタを形成する際に使用される基板や放射線の光源、また、プレベークやポ
ストベークの方法や条件は、上記した第一の方法と同様である。このようにして、インク
ジェット方式により形成された画素の膜厚は、隔壁の膜厚と同程度である。
【００９０】
　このようにして得られたカラーフィルタ上に、必要に応じて保護膜を形成した後、透明
導電膜をスパッタリングにより形成する。更に、必要に応じて透明導電膜上に、スペーサ
ーを形成する。透明導電膜としては、酸化スズからなるＮＥＳＡ膜（米国ＰＰＧ社の登録
商標）、酸化インジウム－酸化スズからなるＩＴＯ膜、酸化インジウム－酸化亜鉛からな
るＩＺＯ膜等を挙げることができる。また、保護膜としては、熱硬化性樹脂組成物から形
成される有機膜、ＳｉＮｘ膜、ＳｉＯｘ膜等の無機膜を挙げることができる。また、スペ
ーサーは、通常、感放射線性組成物から形成される。
【００９１】
カラー液晶表示素子
　本発明のカラー液晶表示素子は、本発明のカラーフィルタと、その背面側に白色ＬＥＤ
を光源とするバックライトユニットとを具備するものである。
　バックライトユニットに使用する白色ＬＥＤは、白色光を発生するＬＥＤであればその
種類は特に限定されず、例えば、独立したスペクトルを有する赤色ＬＥＤと緑色ＬＥＤと
青色ＬＥＤを用いて白色光を得る白色ＬＥＤ、赤色ＬＥＤと緑色ＬＥＤと青色ＬＥＤを組
み合わせて混色により白色光を得る白色ＬＥＤ、青色ＬＥＤと赤色ＬＥＤと緑色蛍光体を
組み合わせて混色により白色光を得る白色ＬＥＤ、青色ＬＥＤと赤色発光蛍光体と緑色発
光蛍光体を組み合わせて混色により白色光を得る白色ＬＥＤ、青色ＬＥＤとＹＡＧ蛍光体
の混色により白色光を得る白色ＬＥＤ、青色ＬＥＤと橙色発光蛍光体と緑色発光蛍光体を
組み合わせて混色により白色光を得る白色ＬＥＤ、紫外線ＬＥＤと赤色発光蛍光体と緑色
発光蛍光体と青色発光蛍光体を組み合わせて混色により白色光を得る白色ＬＥＤ等を挙げ
ることができる。
【００９２】
　本発明のカラーフィルタは、白色ＬＥＤの発光スペクトルが、４３０ｎｍ～４７０ｎｍ
の波長帯域に青色ＬＥＤに由来する最大発光ピークと、５００ｎｍ～７００ｎｍの波長帯
域に上記最大発光ピークより強度の弱い１又は２以上の極大発光ピークとを有する場合に
特に適する。かかる白色ＬＥＤとしては、青色ＬＥＤと赤色発光蛍光体と緑色発光蛍光体
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を組み合わせて混色により白色光を得る白色ＬＥＤ、青色ＬＥＤとＹＡＧ蛍光体の混色に
より白色光を得る白色ＬＥＤ、青色ＬＥＤと橙色発光蛍光体と緑色発光蛍光体を組み合わ
せて混色により白色光を得る白色ＬＥＤ等を挙げることができる。ここで、白色ＬＥＤの
発光スペクトルの具体例として、青色ＬＥＤとＹＡＧ蛍光体を組み合わせてなる白色ＬＥ
Ｄの発光スペクトルの一例を図１に、また青色ＬＥＤと赤色発光蛍光体と緑色発光蛍光体
を組み合わせなる白色ＬＥＤの発光スペクトルの一例を図２に、それぞれ示す。
【００９３】
　バックライトユニットにおける青色ＬＥＤとしては、例えば、インジウム窒化ガリウム
系半導体素子、窒化ガリウム系半導体素子等を挙げることができる。ＹＡＧ蛍光体は、青
色ＬＥＤから発せられた青色光を吸収し、黄色光を発光する。
　また、青色光を吸収し赤色光を発光する赤色発光蛍光体、青色光を吸収し緑色光を発光
する緑色発光蛍光体としては、例えば、国際公開第２００６／１０４３１９号パンフレッ
トに開示されている蛍光体を挙げることができる。また、青色光を吸収し橙色光を発光す
る橙色発光蛍光体としては、例えば、特開２００８－２４７９１に開示されている蛍光体
を挙げることができる。また、紫外線ＬＥＤと赤色発光蛍光体と緑色発光蛍光体と青色発
光蛍光体を組み合わせて混色により白色光を得る白色ＬＥＤについては、例えば、特開２
００２－１３３９１０に開示されている白色ＬＥＤが挙げられる。
【００９４】
　本発明のカラー液晶表示素子は、適宜の構造を採ることができる。例えば、カラーフィ
ルタを、薄膜トランジスター（ＴＦＴ）が配置された駆動用基板とは別の基板上に形成し
て、駆動用基板とカラーフィルタを形成した基板とが、液晶層を介して対向した構造をと
ることができる。この代表的な例としては、例えば、国際公開第２００７／１０２３８６
号パンフレットに開示されている構造が挙げられる。また、薄膜トランジスター（ＴＦＴ
）が配置された駆動用基板の表面上にカラーフィルタを形成した基板と、透明電極を形成
した基板とが、液晶層を介して対向した構造を採ることもできる。この構造は、開口率を
格段に向上させることができ、明るく高精細な液晶表示素子が得られるという利点を有す
る。
【００９５】
　本発明のカラー液晶表示素子には、ＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）型、ＳＴ
Ｎ（Ｓｕｐｅｒ　Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）型、ＩＰＳ（Ｉｎ－Ｐｌａｎｅｓ　
Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）型、ＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）型、ＯＣＢ（
Ｏｐｔｉｃａｌｌｙ　Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｅｄ　Ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｃｅ）型等の適
宜の液晶モードが適用できる。
【実施例】
【００９６】
　以下、実施例を挙げて、本発明を更に具体的に説明する。但し、本発明は、下記実施例
に限定されるものではない。
【００９７】
着色剤分散液の調製
調製例１
　着色剤としてＣ．Ｉ．ピグメントレッド２５４／Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７／Ｃ
．Ｉ．ピグメントイエロー１３９＝２０／７０／１０（質量比）混合物１５質量部、分散
剤としてＢＹＫ－ＬＰＮ２１１１６（ビックケミー（ＢＹＫ）社製）７．５質量部（固形
分濃度＝４０質量％）、溶媒としてプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート
／プロピレングリコールモノエチルエーテル＝９０／１０（質量比）混合溶媒を用いて、
ビーズミルにより１２時間混合・分散して、着色剤分散液（Ｍ－１）１００質量部を調製
した。
【００９８】
調製例２～６
　調製例１において、着色剤の種類及びその混合比率、並びに分散剤の種類及びその配合
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【００９９】
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【０１００】
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　表１において、「Ｒ２５４」とはＣ．Ｉ．ピグメントレッド２５４を、「Ｒ１７７」と
はＣ．Ｉ．ピグメントレッド１７７を、「Ｙ１５０」とはＣ．Ｉ．ピグメントイエロー１
５０を、「Ｙ１３９」とはＣ．Ｉ．ピグメントイエロー１３９を、「Ｇ５８」とはＣ．Ｉ
．ピグメントグリーン５８を、「Ｇ３６」とはＣ．Ｉ．ピグメントグリーン３６を、「Ｂ
１５；６」とはＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５；６を、「Ｖ２３」とはＣ．Ｉ．ピグメン
トバイオレット２３を、「ＢＢ７」とはＣ．Ｉ．ベーシックブルー７を、「黄染料」とは
下記式（４）で表されるアゾ系黄色染料を、「ＬＰＮ２１１１６」とはＢＹＫ－ＬＰＮ２
１１１６（ビックケミー（ＢＹＫ）社製）を、「ＰＢ８８０」とはアジスパーＰＢ８８０
（味の素ファインテクノ株式会社製、固形分濃度＝１００質量％）を、「ＢＹＫ２０００
」とはＤｉｓｐｅｒｂｙｋ－２０００（ビックケミー（ＢＹＫ）社製、固形分濃度＝４０
質量％）を、それぞれ意味する。
【０１０１】
【化４】

【０１０２】
バインダー樹脂の合成
合成例１
　冷却管、攪拌機を備えたフラスコに、２，２'－アゾビスイソブチロニトリル２質量部
及びプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート２００質量部を仕込み、引き続
きメタクリル酸１５質量部、Ｎ－フェニルマレイミド２０質量部、ベンジルメタクリレー
ト５５質量部、スチレン１０質量部及び分子量調節剤として２，４－ジフェニル－４－メ
チル－１－ペンテン（日本油脂（株）製　商品名：ノフマーＭＳＤ）３質量部を仕込んで
、窒素置換した。その後ゆるやかに撹拌して、反応溶液の温度を８０℃に上昇させ、この
温度を５時間保持して重合することにより、バインダー樹脂溶液（固形分濃度＝３３質量
％）を得た。得られたバインダー樹脂は、Ｍｗ＝１６，０００、Ｍｎ＝７，０００であっ
た。このバインダー樹脂溶液を「バインダー樹脂溶液（Ｐ１）」とする。
【０１０３】
実施例１
感放射線性着色組成物の調製
　顔料分散液（Ｍ－１）１００質量部、バインダー樹脂としてバインダー樹脂溶液（Ｐ１
）３０質量部、架橋剤としてジペンタエリスリトールヘキサアクリレート１５質量部、光
重合開始剤として２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル
）ブタン－１－オン４質量部と４，４’－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン１質量
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，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］（チバ・スペシャリ
ティーケミカル社製、商品名ＩＲＧＡＮＯＸ１０１０）０．８５質量部と過酸化物分解剤
であるペンタエリスリトールテトラキス（３－ラウリルチオプロピオネート）（アデカ社
製、商品名ＡＯ－４１２Ｓ）０．３５質量部、フッ素系界面活性剤としてＤＩＣ株式会社
製メガファックＦ－５５４を０．０５質量部、及び溶媒としてプロピレングリコールモノ
メチルエーテルアセテートを混合して、固形分濃度２２％の液状組成物（ＣＲ１）を調製
した。
【０１０４】
　液状組成物（ＣＲ１）について、下記の手順にしたがって、評価を行った。
【０１０５】
着色画素の形成及び色安定性の評価
　液状組成物（ＣＲ１）を、表面にナトリウムイオンの溶出を防止するＳｉＯ2膜が形成
されたソーダガラス基板上に、スピンコーターを用いて塗布したのち、９０℃のホットプ
レートで４分間プレベークを行って、塗膜を形成した。
　次いで、塗膜が形成された基板を室温に冷却したのち、高圧水銀ランプを用い、ストラ
イプ状フォトマスクを介して、塗膜に３６５ｎｍ、４０５ｎｍ及び４３６ｎｍの各波長を
含む放射線を４００Ｊ／ｍ2の露光量で露光した。その後、得られた基板に対して２３℃
の０．０４質量％水酸化カリウム水溶液からなる現像液を現像圧１ｋｇｆ／ｃｍ2（ノズ
ル径１ｍｍ）で吐出することにより、１分間シャワー現像を行った。その後、この基板を
超純水で洗浄し、風乾した後、更に２２０℃で３０分間ポストベークを行って、基板上に
赤色のストライプ状画素パターンを形成した。
【０１０６】
　得られた基板に、図１の発光スペクトルを示す白色ＬＥＤを１０，０００時間照射した
。照射前後の基板について、カラーアナライザー（大塚電子（株）製ＭＣＰＤ２０００）
を用いて分光特性を測定し、色差（ΔＥ＊ａｂ）を求めた。評価結果を表２に示す。
【０１０７】
実施例２～８及び比較例１～４
　実施例１において、着色剤分散液及び／又は酸化防止剤の種類を表２に示すように変更
した以外は実施例１と同様にして、液状組成物（ＣＲ２）～（ＣＲ１２）を調製した。
　次いで、液状組成物（ＣＲ１）に代えてそれぞれ液状組成物（ＣＲ２）～（ＣＲ１２）
を用いた以外は、実施例１と同様にして着色画素パターンを形成し、色安定性の評価を行
った。評価結果を表２に示す。
【０１０８】



(24) JP 2012-155243 A 2012.8.16

10

20

30

40

【表２】



(25) JP 2012-155243 A 2012.8.16

【図１】 【図２】



(26) JP 2012-155243 A 2012.8.16

10

フロントページの続き

(72)発明者  柳　政完
            東京都港区東新橋一丁目９番２号　ＪＳＲ株式会社内
(72)発明者  米田　英司
            東京都港区東新橋一丁目９番２号　ＪＳＲ株式会社内
(72)発明者  成瀬　真吾
            東京都港区東新橋一丁目９番２号　ＪＳＲ株式会社内
(72)発明者  栗山　敬祐
            東京都港区東新橋一丁目９番２号　ＪＳＲ株式会社内
(72)発明者  龍　恭一郎
            東京都港区東新橋一丁目９番２号　ＪＳＲ株式会社内
Ｆターム(参考) 2H048 BA45  BA47  BB02  BB34  BB42 
　　　　 　　  2H191 FA06Y FA85Z FB04  FB22  FC10  FD04  LA03 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

